
楽
し
む
こ
と
を

楽
し
む
！

枝
松

和
子
（
ク
ラ
フ
ト
）

ど
う
い
う
こ
と
？

と
思
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
し
ょ
う
が
い
し
ゃ
青
年

※

教
室
に
集
う
メ
ン
バ
ー
や
ス
タ
ッ
フ
は

こ
の
�
楽
し
む
こ
と
を
楽
し
む
�
が
上

手
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

私
が
ス
タ
ッ
フ
を
し
て
い
る
ク
ラ
フ

ト
講
座
で
は
�
自
分
が
作
っ
て
み
た
い

物
を
作
っ
て
み
る
�
を
基
本
に
、
毎
回

い
ろ
い
ろ
な
物
を
作
っ
て
い
ま
す
。
ス

タ
ッ
フ
は
事
前
に
試
作
品
を
作
っ
た
り

メ
ン
バ
ー
が
楽
し
め
る
よ
う
に
材
料
を

揃
え
た
り
し
て
講
座
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨

ら
ま
せ
て
当
日
を
迎
え
ま
す
。
し
か
し

メ
ン
バ
ー
が
や
っ
て
き
て
講
座
が
始
ま

る
と
、「
こ
ん
な
ふ
う
に
し
た
い
！
」
と

私
た
ち
の
想
像
を
超
え
た
ス
テ
キ
な
ア

イ
デ
ア
が
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
す
。
初

め
の
こ
ろ
は
奇
抜
な
ア
イ
デ
ア
に
驚
き

ま
し
た
が
、
で
き
あ
が
っ
た
ユ
ニ
ー
ク

な
作
品
を
見
る
と
、「
参
り
ま
し
た
！
」

と
い
う
具
合
で
す
。
私
は
毎
回
ど
ん
な

ア
イ
デ
ア
が
出
て
く
る
の
か
な
♪

と

ワ
ク
ワ
ク
し
て
待
っ
て
い
ま
す
。

き
っ
と
他
の
講
座
も
こ
の
よ
う
な
こ

と
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
も
ス
タ
ッ
フ

も
講
座
の
時
間
を
楽
し
も
う
と
集
ま
っ

て
く
る
の
で
、
何
気
な
い
こ
と
も
な
ん

だ
か
楽
し
く
な
る
。
楽
し
さ
は
伝
染
し
、

み
ん
な
が
楽
し
く
な
る
。
そ
し
て
病
み

つ
き
に
な
る
。
青
年
室
で
行
わ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
も
み
ん
な
で
楽
し
も
う
と
い
う

雰
囲
気
が
あ
り
、
ふ
だ
ん
で
は
味
わ
え

な
い
濃
い
時
間
と
な
り
ま
す
。
し
ょ
う

が
い
し
ゃ
青
年
教
室
？

講
座
？

文

字
だ
け
だ
と
な
ん
だ
か
お
固
い
感
じ
で

す
が
、
実
は
奥
が
深
く
、
そ
の
場
に
来

て
み
な
い
と
味
わ
え
な
い
、
そ
ん
な
魅

力
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

※
メ
ン
バ
ー
…
し
ょ
う
が
い
が
あ
る
人

ス
タ
ッ
フ
…
メ
ン
バ
ー
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
し
ょ
う
が
い
が
な
い
人

発行

国立市公民館
〒１８６‐０００４
国立市中１‐１５‐１

� ０４２‐５７２‐５１４１
FAX０４２‐５７３‐０４８０

休館日：毎週月曜日

しょうがいしゃ
青年教室

一緒に活動しませんか？
（詳細は２ページ参照）

「しょうがいしゃ青年教室」では、公民館１階ロビー横の「青年室」を拠点に，しょうがいがある人とな
い人が一緒にさまざまな活動をしています。「青年室」は若者がいつでも使える「居場所」のような空間で
す。「しょうがいしゃ青年教室」のプログラムは関わっている人たちが中心に企画し、しょうがいの有無に
関わらず一緒に楽しみ交流することを大切に活動しています。
少しずつ形を変えながら３０年以上続いているこの活動について、スタッフとして関わっているお二人に、
感想や魅力を書いていただきました。

み
ん
な
で
楽
し
く
版
画
作
り

（ユネスコ学習権宣言）学習権とは、読み書きの権利であり、

思いのままに描く
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喫
茶「
わ
い
が
や
」で
の

出
会
い

大
川

あ
じ
さ
い
（
喫
茶
実
習
）

そ
の
人
は
少
し
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る

よ
う
で
し
た
。
恋
人
ら
し
き
女
性
と
一

緒
に
カ
ウ
ン
タ
ー
に
ど
か
ん
と
す
わ
る

と
、
乱
暴
に
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
、「
何

が
あ
ん
だ
よ
。
あ
ぁ
、
コ
ー
ヒ
ー
で
い

い
や
」
と
言
い
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
新

し
く
豆
か
ら
コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ
る
タ
イ

ミ
ン
グ
だ
っ
た
の
で
時
間
が
か
か
っ
て

し
ま
い
、
彼
は
「
遅
く
ね
？
」
な
ど
と

女
性
に
つ
ぶ
や
き
、「
聞
こ
え
る
よ
」
と

た
し
な
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
よ
う
や

く
で
き
た
コ
ー
ヒ
ー
を
運
ぶ
の
は
し
ょ

う
が
い
の
あ
る
Ｓ
さ
ん
。
震
え
る
手
で
、

で
も
て
い
ね
い
に
や
っ
と
器
を
置
き
ま

し
た
。
イ
ラ
イ
ラ
の
彼
が
一
口
飲
ん
だ

タ
イ
ミ
ン
グ
で
、「
あ
、
う
ま
い
」
と

つ
ぶ
や
い
た
の
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
そ

の
後
そ
の
カ
ッ
プ
ル
の
会
話
が
途
絶
え

た
な
と
思
っ
た
ら
、
彼
は
手
元
の
わ
い

が
や
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
熱
心
に
読
ん

で
い
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
二
人
が

立
ち
上
が
り
お
会
計
を
す
ま
せ
る
と
、

彼
は
私
と
Ｓ
さ
ん
に
深
々
と
頭
を
下
げ

た
の
で
す
。
そ
し
て
「
お
い
し
か
っ
た

で
す
」
と
ひ
と
こ
と
。

こ
れ
は
私
が
わ
い
が
や
で
働
い
て
い

て
感
動
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
一
つ
で
す
。

彼
は
わ
か
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。
こ

こ
の
コ
ー
ヒ
ー
は
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な

人
の
思
い
が
ギ
ュ
ッ
と
詰
ま
っ
た
も
の

だ
と
い
う
こ
と
を
。
味
で
、
サ
ー
ビ
ス

で
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
、
彼
は
順
番
に

理
解
し
、
心
を
込
め
た
お
辞
儀
で
感
謝

を
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の

後
、
彼
の
イ
ラ
イ
ラ
が
慰
め
ら
れ
た
こ

と
を
Ｓ
さ
ん
と
喜
び
あ
っ
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。

昨
年
、
私
は
身
体
表
現
講
座
と
い
う

講
座
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
し
ょ
う
が

い
の
有
無
・
年
齢
性
別
職
業
が
ば
ら
ば

ら
の
方
々
と
舞
台
作
品
を
つ
く
り
ま
し

た
。そ

の
過
程
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
気
付
き

が
あ
り
、
し
ょ
う
が
い
が
個
性
に
な
る

瞬
間
・
人
が
固
定
観
念
を
捨
て
て
変
わ

る
姿
・
人
と
人
が
出
会
っ
て
関
わ
り
あ

う
美
し
さ
に
、
た
く
さ
ん
立
ち
会
え
ま

し
た
。

個
性
的
な
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
出
会

え
る
場
・
し
ょ
う
が
い
し
ゃ
青
年
教
室

は
、
私
に
と
っ
て
大
切
な
場
所
で
す
。

次
に
は
ど
ん
な
方
と
出
会
え
る
の
か
、

と
て
も
楽
し
み
で
す
！

スタッフ募集中！
しょうがいがある若者との活動に関心のある方、

楽しく活動したい方、スタッフとして関わってみ

ませんか。左のようなコースごとの活動で、希望

に合わせて参加できます。

また若者向けの講座や研修への参加、企画スタ

ッフとしての活動もあります。ぜひあなたの力を、

この活動に貸してください。

お気軽にご連絡ください。

対 象 高校生～３０歳代ぐらいまでの方

連絡先 公民館�（５７２）５１４１

◆各コースの活動内容（活動日・時間帯は変更の場合あり）

スポーツ：市内体育館でさまざまなスポーツに挑戦します。

第１金曜日の夜６時半～８時

企画会議：みんなが楽しめる企画を話し合い、実行します。

第２金曜日の夜７時半～９時

クラフト：毎回一つオリジナルの作品を作ります。

第４金曜日の夜６時半～８時

リトミック：音や音楽のリズムに合わせて身体を動かします。

第２土曜日の昼２時～４時

料 理：さまざまなカレーをこだわって作ります。

隔月第３土曜日の午後５時半～８時

喫茶実習：公民館内の喫茶わいがやで喫茶体験をします。

開店時と希望日時を調整して日程を決めます。

陶 芸：喫茶わいがやで使用するカップなどを作ります。

＊陶芸は今年度の募集を締切りました。

・◆・◇・◆・◇・◆・ここのの活活動動にに関関心心ががああるる方方へへ・◆・◇・◆・◇・◆・◇・

ス
タ
ッ
フ
と
協
力
し
な
が
ら
…

自分自身の世界を読み取り、歴史をつづる権利であり、

陶芸講座で作ったカップ。

それぞれの個性が光ります。

食
器
洗
い
も
一
つ
一
つ
心
を
込
め
て
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国立市公民館「平成２４年度・重点目標」
国立市公民館は、市民の「生涯学習の振興・推進」を図るために、社会教育法等に基づく

社会教育施設として、市民の学習環境を整備しその機会を提供しています。これまで公民館

では、人権や共生の視点から幅広い領域のテーマを取り上げた講座開催や、しょうがいしゃ、

外国人、青年、高齢者、女性など、個別の課題を抱える対象別の事業展開をしてきました。

さらに近年は、新たな行政課題や多様化する学習ニーズへの対応、地域の絆の再生など、

取り組むべき課題も生まれています。そこで、これまでの公民館事業の成果と公共性を公民

館運営審議会とともに評価・精査しながら、これまで以上に市民生活に根差し、地域の課題

解決に向けた実践的な学習を推進するために、以下の公民館「平成２４年度・重点目標」を設

定し、取り組んでいます。

地域課題・生活課題へ
新しいアプローチの試行

・関係機関と連携し、地域課題の解決に取り

組むための市民の学習機会をつくります。

・社会情勢の変化や市民の学習ニーズに即し

た事業づくりに向けて、これまで以上に市

民との対話の機会を大切にしていきます。

より快適に、利用しやすい
施設の環境整備

・より公平に効率よく会場利用の予約が

できるよう、会場調整会の日時や受付

の方法を変更します。

・市民のボランティアの協力により、公

民館外庭の緑の整備を進めます。

資料にアクセスしやすい
公民館図書室の充実

・読書と市民の学習関心を結ぶために、図書

の展示・紹介を充実させ、「図書室月報」の

誌面を活用します。

・地域資料のデータ登録を進め、今後の収集・

管理の方法を検討します。

学びのコミュニティを
支援する取り組み

・公民館から遠い市内各地区に出向き、自治

会・町会との連絡・連携を図るなど、地域

のニーズを意識した館外講座を実施します。

・市民文化祭等の充実により、市民の文化活

動の発表・交流の場づくりを進めます。

より広がりのある
公民館情報の発信

・館内外の掲示板を活用して、参加者募集

や利用方法について、より伝わりやすく

わかりやすい情報発信に努めます。

・これまで紙媒体のみの発行だった「公民

館だより」をホームページでも閲覧でき

るようにするなど、インターネットなど

を活用した広報手段を検討します。

学習権とは問い続け、深く考える権利であり、想像し、創造する権利であり、��
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〈美術のワークショップ〉

ギリシャ彫刻を描く

〈映画と講演のシンポジウム〉

『町の政治』から学ぶ、国立市民の原点
～映画作家・時枝俊江が遺したかったものⅡ～

〈〈図図書書室室ののつつどどいい〉〉

宮宮澤澤賢賢治治ののここととばば
－－作作品品とと手手紙紙ががつつむむぐぐ賢賢治治像像－－

〈〈くくににたたちちブブッッククククララブブ ささままよよええるる心心とと言言葉葉２２〉〉

内内田田百百��「「山山高高帽帽子子」」
（（岩岩波波文文庫庫、、『『冥冥途途・・旅旅順順入入城城式式』』所所収収））

 

地地域域史史講講座座ワワーーククシショョッッププ成成果果報報告告

くくににたたちち〈〈ままななびびああるるきき〉〉地地図図展展
～～市市民民がが調調べべたた歴歴史史・・文文化化・・自自然然ママッッププ～～

講 師 降矢 洋子（画家）

画家として、また絵本作家として活躍されている降矢洋

子さんを迎えて、ギリシャ彫刻に挑戦します。美術の授業

のように白い彫刻をただデッサンするのではなく、好きな

画材を使って、自由に色をつけて“好き勝手”に描いてみ

たいと思います。

大人になってから長らく絵を描いていないという方も、

ぜひご参加ください。

〈降矢さんの仕事〉南アフリカ「アパルトヘイト反対」の

木版画ポスター、紙芝居『いなむらの火』（童心社）ほか。

と き ６月２４日、７月８・２２日、

９月２・１６・３０日、

１０月１４・２８日（全８回）

いずれも日曜日 朝１０時～１２時

ところ 公民館 地下ホール

定 員 ３０名（１５歳以上の方。先着順）

持ち物 鉛筆（２Ｂ～４Ｂくらい）、消

しゴム、スケッチブック１冊（厚手の紙のもの。

Ｆ６サイズ以上）、画材（油彩絵の具以外。水彩・

アクリル絵の具、パステル、色鉛筆など、お好き

な画材をお持ちください）※すべてお手持ちのも

のでかまいません。

申込先 ６月１０日（日）朝９時～

公民館�（５７２）５１４１

＊よごれてもよい服装でおいでください。

記録映画として評価の高い映画『町の政治―べんきょう

するお母さん』（１９５７年）は、国立町（当時）の公民館で

町の予算を学習し、子どもの教育環境の改善に取り組む女

性たちの活動を追ったドキュメンタリーです。今年の１月

に逝去された製作者の時枝俊江監督は、この映画を通じて

「政治とは手のとどかぬ所にあるものでなく、自分たちの

力によってよくしていけるものだということを訴えたい」

と語られていました。

そこで、改めて『町の政治』を鑑賞し、お二人のゲスト

を交えながら記録映画作家としての時枝監督の仕事を跡付

け、映画に込められたメッセージや、描かれた市民の活動

に学ぶことの今日的な意味を考えたいと思います。

《映画》『町の政治―べんきょうするお母さん』

岩波映画 １９５７年 白黒３０分

お 話 今泉 文子（記録映像作家）

田崎 宣義（一橋大学名誉教授）

と き ６月２４日（日）昼２時～４時半

ところ 公民館 地下ホール ＊ご自由においでください。

お 話 澤村 修治（作家、編集者）

独自の自然観で私たちの心をとらえてきた岩手の作家、

宮澤賢治。震災体験が創作に影響を与えたといわれる賢治

の作品は、東日本大震災後の今、励ましと祈りの思いを込

めて再び多くの人びとに読まれています。

『宮澤賢治のことば』の著者の澤村さんは、賢治の童話

や詩、手紙にみられる不思議な表現やことば遊びを集め、

エピソードを紹介しています。そこからは、茶目っ気のあ

る友人、変わり者の先生、妹思いの兄といった、魅力的な

人物である賢治のさまざまな姿が想像できます。

賢治がことばを通して伝えたかったことは何か。人物像

に迫りながら、ご一緒に考えてみましょう。
さいわい

〈澤村さんの著書〉『宮澤賢治のことば―ほんとうの幸を

さがしに』（理論社）ほか。

と き ６月３０日（土）昼２時～４時

ところ 公民館 ３階講座室 ＊ご自由においでください。

講 師 佐藤 泉（青山学院大学・日本近代文学）

と き ６月１４日（木）夜７時半～９時半

ところ 公民館 ３階講座室

申込先 公民館 �（５７２）５１４１

＊次回は７月１２日（木）金井美恵子『タマや』（河出文庫）

です。

昨年度、公民館と生涯学習課が共同で開催してきた地域

史講座〈まなびあるき〉では、後半のワークショップの中

で、講座参加者が自分たちの学びとフィールドワークの成

果を地図にまとめました。

旧街道や渡船場跡、線路跡などの交通・地形関係をテー

マにしたグループ、旧地名や旧踏切の名称などの歴史関係

をテーマにしたグループ、ビューポイントや街路樹などの

自然・文化関係をテーマにしたグループが、それぞれ文献

やフィールドワークで調べたことを国立市の地図に落とし

込み、「私たちの地図づくり」をしてきました。

国立の隠れた魅力、知られざる歴史を垣間見ることがで

きるかもしれません。ぜひご覧ください！

と き ６月１２日（火）～２２日（金）※２２日は夕４時まで

場 所 公民館 １階市民交流ロビー

問合先 公民館�（５７２）５１４１

個人的・集団的力量を発達させる権利である。

����������������������������������������������������������������
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ふふららっっとと交交流流 公公民民館館ののつつどどいい
～～つつくくるる・・広広げげるる 出出会会いいのの輪輪～～

ササーーククルル紹紹介介パパネネルル展展

 

公公民民館館 ロロビビーーフフォォーーララムム
東東日日本本大大震震災災のの被被災災地地ととつつななががるる・・支支ええるる

～～わわたたししたたちちににででききるるこことと、、考考ええててみみまませせんんかか～～

市市民民にによよるる市市民民ののたためめののメメデディィアア研研究究〈〈第第４４回回〉〉

報報道道とと情情報報発発信信ののここれれかからら
－－ソソーーシシャャルル・・メメデディィアアのの可可能能性性－－

親親子子でで遊遊ぼぼうう・・考考ええよようう〈〈出出張張版版〉〉

夏夏本本番番！！ああそそびび縁縁日日ススペペシシャャルル

iinn 南南市市民民ププララザザ

と き ６月１２日（火）～２２日（金）※２２日は夕４時まで

場 所 公民館 １階市民交流ロビー

公民館で活動しているグループ・団体をパネルで紹介し

ます。自分にあった活動を見つけ、出会いの輪を広げませ

んか。

「趣味につながるサークル活動に参加したい」、「地域で

仲間作りがしたい」、「興味のある学習会、勉強会に参加し

たい」…。活動の場をお探しの方は、ぜひご覧ください！

パパネネルル展展 参参加加団団体体募募集集中中！！

活動紹介をして、仲間を募りませんか。

紹介ポスターを使って活動の紹介をしたいグループ・団

体は、公民館にお問合せください。

問合先 公民館�（５７２）５１４１

共 催 公民館利用者連絡会

昨年３月１１日に発生した東日本大震災の被災地では、今

も復興への取り組みが続いています。

今回は、しょうがいしゃと共に福祉と雇用を結ぶカレー

作りを続け、公民館１階の「喫茶わいがや」にもカレーを

届けている岩手県宮古市の「カリー亭」の小幡さんに、被

災経験と復興への取り組みについてお聞きします。また、主

に岩手県大船渡市などで、被災した地域の公民館を支援さ

れている手打さんには、公民館が被災地で果たした役割な

どについて、報告していただきます。

お二人のお話を聞き、国立に暮らす私たち一人ひとりが

できる復興支援と、公民館からはじまる地域の絆作りにつ

いて、一緒に考えてみませんか。

お ばた つとむ

お 話 小幡 勉（岩手県宮古市「カリー亭」）
て うち あき とし

手打 明敏（筑波大学・「立ち上がろう！公民館」

プロジェクト代表呼びかけ人）

と き ６月１７日（日）昼２時半～５時

ところ 公民館 １階市民交流ロビー

共 催 公民館利用者連絡会、

障害をこえてともに自立する会（喫茶わいがや）

＊カレー試食あり。ご自由においでください。

講 師 上杉 隆（元ジャーナリスト）

市民によるメディア実践を学ぶ連続講座の４回目です。

上杉隆さんはマスメディアへの批判を発信する一方で、

震災発生直後から自身のツイッターで震災関連情報の発信

を続けてきました。

インターネットのソーシャル・メディア（ユーチューブ

やフェイスブック、ツイッターなど）を利用することで、

誰もが「情報を収集し、選別し、意味づけを与えて、それ

をみんなと共有する」ことができるようになりました。

情報を発信する者は「批判もまた情報であり、反論をア

ウトプットすることによって、みずからの視野が広がって

いくという認識をもつべき」と上杉さんは著書の中で述べ

ています。マスメディアが抱えている課題を学ぶだけでな

く、私たちが「発信者」になった場合に留意すべき点など

も考えていきたいと思います。

〈上杉さんの本〉『新聞・テレビはなぜ平気で「ウソ」を

つくのか』（PHP研究所）、『報道災害』（幻冬舎）ほか多数。

※今後も月１回程度のペースで開催していく予定です。

と き ６月２１日（木）夜７～９時

ところ 公民館 ３階講座室

定 員 ３５名（先着順）

申込先 ６月８日（金）朝９時～

公民館�（５７２）５１４１

７月、夏の暑さも吹き飛ぶ楽しい縁日遊びを親子で

行います。今回は大学生のお兄さんお姉さんと一緒に

遊びコーナーをまわったり、時には勝負したり。

運動遊び、工作、音楽遊びまで、たくさんの遊びコ

ーナーを用意します。ふるってご参加ください！

講 師 山田 修平（ＮＰＯ法人東京学芸大こども

未来研究所）、東京学芸大学の皆さん

と き ７月１４日（土）朝１０時～１２時

ところ 南市民プラザ 多目的ホール（下の地図参照）

対象・定員 子ども（３歳以上）と保護者 ２５組

持ち物 飲み物、タオル

申込先 ６月７日（木）朝９時～

公民館�（５７２）５１４１

＊汚れてもよい服装でおいでください。

南南市市民民ププララザザ付付近近のの地地図図

学習権とはあらゆる教育の手だてを得る権利であり、��
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第 回くにたち市民文化祭５７第第５５７７回回くくににたたちち市市民民文文化化祭祭
～参加団体募集！～

〈〈社社会会体体育育事事業業〉〉

小小学学生生ののテテニニスス教教室室

公 民 館 の Ｑ ＆ Ａ №３

Ｑ：公民館の講座（学習）の特徴は何ですか？
Ａ：公民館の講座には、いくつかの大きな特徴があります。

●個人だけの学習にとどまらず、集団でコミュニケ

ーションをとりながら進める学習が多くあります。

●講師からの一方的な学習だけでなく、参加者の意

見や考え方が反映され、みんなで作りあげていく

学習です。

●参加者の多くが市民のため、地域との結びつきが

深まります。その学習は個人に還元するだけでな

く、地域での活動につなげることのできる学習で

す。

●学習成果の館内展示や文化祭・行事などの発表に

よって、異種サークルや異世代間での交流ができ

る学習です。このほかにも、参加者一人ひとりの

抱かれている特徴もあると思います。皆さんも公

民館講座に参加して、個人の資質の向上はもちろ

ん、地域の方々と係わり共に学び合いませんか？

日ごろのグループ活動の成果を文化祭で発表してみませ

んか？ 今年の秋に公民館の会場を使ってイベントを行い

たい、発表会や講演会、ワークショップを企画したい、仲

間作りがしたい、という団体を募集しています！

開催時期や会場については、公民館にご相談ください。

◆次回実行委員会

と き ６月２８日（木）夜７時～

ところ 公民館 ３階講座室

＊参加希望の団体は事前に公民館へご連絡ください。

問合先 公民館�（５７２）５１４１

文化祭の実行委員長および開催予定期間が、
次のとおり決まりました。

委員長 新井 由利子（まほうのランプ）

開催予定期間 平成２４年１０月上旬～１２月上旬

＊詳しい日程や行事の内容については、公民館だより９月

号等でお知らせします。

と き ７月２３日（月）・２４日（火）・２５日（水）全３回

朝８時～１０時

ところ 谷保第三公園内テニスコート（富士見台２－３４）

指導員 国立市スポーツ推進委員 池田将典（ほか助手数

名）

対 象 小学生１・２・３年生（市内在住・在学）

定 員 ５０名（はじめての方優先。応募者多数の場合は抽

選）

申込み 往復はがきの往信用裏に、氏名（フリガナ）・学

年・性別・住所・電話番号を明記のうえ、下記ま

でお申込みください（はがき１枚につき１名。複

数名の応募・記載漏れ等は無効とします）。

※返信用表にも住所・氏名を明記してください。

申込締切 ７月５日（木）必着

申込先 〒１８６－８５０１ 国立市教育委員会 生涯学習課

「小学生のテニス教室」係

問合先 国立市教育委員会 生涯学習課

社会教育・体育担当�（５７６）２１０７（直通）

緑
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

公
民
館
の
敷
地
内
の
植
木
や
グ
リ
ー

ン
カ
ー
テ
ン
の
手
入
れ
を
手
伝
っ
て
く

だ
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
水
曜

日
の
午
前
中
月
１
、
２
回
程
度
の
打
合

せ
と
日
ご
ろ
の
手
入
れ
な
ど
を
行
い
ま

す
。４

月
か
ら
数
人
で
作
業
を
始
め
、
富

士
見
通
り
沿
い
の
植
木
の
下
の
草
取
り
、

５
月
に
は
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
準
備

も
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
除
草
や

つ
つ
じ
の
剪
定
な
ど
作
業
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
、

ぜ
ひ
一
緒
に
作
業
を
し
ま
し
ょ
う
。
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

次
回
作
業
日

６
月
２０
日
（
水
）

朝
９
時
半
～
１１
時
半
ご
ろ

と
こ
ろ

公
民
館

３
階
実
習
室

申
込
先

公
民
館
�
（
５７２
）
５
１
４
１

http://www.city.kunitachi.tokyo.jp/kominkan/

小グループで話し合い、提案を発表する参加者

（講座「市民による市民のためのメディア研究」）

アンネのバラの周りもきれいに

なりました。（正面入り口横）
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私
た
ち
と
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か

女
声
合
唱
団
ク
ー
ル
プ
ル
ミ
エ
で
す
。

１
年
半
に
一
度
の
ペ
ー
ス
で
定
期
演
奏

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
初
心
者
の
方
大

歓
迎
で
す
。
私
た
ち
と
一
緒
に
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
見
学
可
。

日
時

毎
週
月
曜
日

朝
１０
時
～
１２
時

場
所

さ
ん
せ
い
ホ
ー
ル

連
絡
先

中
村
（
５６２
）
４
１
９
３

フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
会
員
募
集

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
魅
力
を
追
及
す
る

と
共
に
、
メ
ン
バ
ー
の
和
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
先
生
の
指
導
を
受
け
、
演

奏
技
術
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

お
う
い
ん

国
立
フ
ル
ー
ト
「
桜
音
の
会
」

日
時

第
二
、
四
火
曜
日

夜
６
時
～

場
所

グ
ラ
ン
ソ
シ
エ
国
立

連
絡
先

西
村
０９０
（

１２１０
）
２
６
４
０

混
声
合
唱
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

笑
い
声
の
絶
え
な
い
ア
マ
チ
ュ
ア
市

民
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
、
国
立
カ
ン

タ
ー
ビ
レ
。
プ
ロ
の
指
導
者
の
も
と
練

習
。
毎
年
春
に
発
表
会
が
あ
り
大
好

評
！

男
性
の
参
加
者
は
特
に
歓
迎
！

日
時

第
一
、
三
金
曜
日

昼
１
時
～

場
所

矢
川
駅
徒
歩
２
分
矢
川
集
会
所

連
絡
先

吉
田
０９０
（

３５０８
）
３
６
４
１

コ
ー
ラ
ス
和
和
環
へ
の
お
誘
い

心
と
体
の
健
康
を
モ
ッ
ト
ー
に
五
感

を
磨
き
、
と
て
も
楽
し
ん
で
歌
っ
て
い

ま
す
。
国
立
音
楽
祭
に
も
参
加
し
て
い

ま
す
。
ご
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
。
ま

ず
は
見
学
大
歓
迎
で
す
。

日
時

月
４
回
土
曜
日
朝
１０
時
～
１２
時

場
所

公
民
館

地
下
ホ
ー
ル
（
予
定
）

連
絡
先

佐
藤
（
５７３
）
４
３
２
１

俳
句
会
へ
の
お
誘
い

郷
土
俳
句
会

燎
俳
句
会
の
岡
山
先
生
の
指
導
で
次

に
よ
り
句
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
添
削

な
ど
で
見
違
え
る
ほ
ど
良
い
句
に
な
る

な
ど
、
大
変
楽
し
く
勉
強
で
き
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

第
二
月
曜
日

昼
１
時
～

場
所

郷
土
文
化
館

連
絡
先

加
藤
（
５７６
）
５
７
５
２

な
か
よ
し
テ
ニ
ス
女
性
部
員
募
集
！

前
半
基
礎
練
習
、
後
半
練
習
試
合
を

し
て
い
る
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
で
す
。
ご

一
緒
に
楽
し
い
汗
を
か
き
ま
せ
ん
か
？

コ
ー
チ
あ
り
。
体
験
日
…
月
曜
日
朝
１０

時
～
１２
時
、
矢
川
コ
ー
ト
に
て
。

日
時

毎
週
月
・
金
曜
日

場
所

矢
川
コ
ー
ト
・
広
場
コ
ー
ト

連
絡
先

小
林
（
５７５
）
９
２
０
３

ミ
ニ
テ
ニ
ス
協
会

会
員
募
集

ビ
ニ
ー
ル
製
の
ボ
ー
ル
で
行
う
室
内

テ
ニ
ス
で
す
。
ボ
ー
ル
の
素
材
が
柔
ら

か
い
の
で
腕
へ
の
負
荷
も
少
な
い
で
す
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
楽
し
め
ま
す
。

若
者
か
ら
中
高
年
ま
で
Ｏ
Ｋ
で
す
。

日
時

毎
週
土
曜
日

朝
９
時
～
１２
時

場
所

総
合
体
育
館

連
絡
先

横
山
０８０
（

１０５０
）
８
７
１
１

三
歳
か
ら
の
体
操
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
全
般
の
基
礎
と
な
る
体
幹
を

鍛
え
る
た
め
に
、
バ
レ
エ
や
体
操
の
要

素
を
取
り
入
れ
て
体
力
作
り
を
し
て
い

ま
す
。
対
象
三
歳
～
小
三
く
ら
い
ま
で
。

日
時

毎
週
火
曜
日

昼
３
時
半
～

場
所

総
合
体
育
館
第
三
体
育
館
ほ
か

連
絡
先

酒
井
０７０
（

６６６１
）
０
２
８
２

「
国
立
ア
ク
テ
ィ
ブ
」
会
員
募
集

三
十
代
～
七
十
代
の
幅
広
い
女
性
の

メ
ン
バ
ー
で
、
月
２
回
コ
ー
チ
の
指
導

の
も
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
練
習
を
し
て

い
ま
す
。
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。
ま
ず

は
、
体
験
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

毎
週
水
曜
日

朝
９
時
～
１２
時

場
所

総
合
体
育
館

第
一
体
育
室

連
絡
先

清
水
（
５７６
）
１
５
５
１
FAX
共

エ
ン
ジ
ョ
イ
フ
ッ
ト
サ
ル
の
お
誘
い

中
学
生
～
大
人
（
男
女
３０
・
４０
歳
代
）

の
初
心
者
～
経
験
者
が
、
地
域
の
仲
間

と
共
に
気
軽
に
フ
ッ
ト
サ
ル
を
楽
し
ん

で
い
る
チ
ー
ム
「
ソ
ラ
ー
ナ
」
に
、
一

緒
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

土
・
日
曜
日

月
３
、
４
回

場
所

主
に
国
立
市
の
体
育
館

連
絡
先

磯
０８０
（

３２５８
）
６
７
１
１

石
井
亮
一
・
筆
子
を
読
む
会

日
本
の
知
的
し
ょ
う
が
い
教
育
・
福

祉
の
創
始
者
で
あ
る
夫
妻
の
著
作
の
講

読
を
通
し
て
、
教
育
や
福
祉
に
つ
い
て

学
ぶ
会
で
す
。
現
在
大
正
９
年
の
学
園

火
災
を
記
し
た
『
火
影
』
を
講
読
中
。

日
時

第
三
土
曜
日

昼
２
時

場
所

石
井
亮
一
・
筆
子
記
念
館

連
絡
先

事
務
局
０７０
（

５０６０
）
３
４
５
９

第
１６９
回
く
い
し
ん
ぼ
ク
ラ
ブ

ち
ま
き

台
湾
留
学
生
会
の
皆
さ
ん
と
粽
祭
り

台
湾
の
端
午
節
に
作
る
粽
を
、
留
学

生
の
皆
さ
ん
と
作
り
ま
す
。
材
料
費
８００

円
。
ゴ
ミ
袋
と
ふ
き
ん
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

日
時

６
月
１６
日
�
昼
１
時
～

場
所

福
祉
会
館

３
階
料
理
講
習
室

は
ち
み
や

連
絡
先

八
宮
（
５７１
）
１
０
０
７

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

「
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」
６
月
の
定
例
会
は
、

「
ベ
ル
ギ
ー
の
文
化
と
諸
事
情
」
に
つ

い
て
一
橋
大
学
留
学
生
の
フ
ロ
ー
ラ
ン

さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
す
。
質
疑
応
答

が
活
発
で
会
話
が
楽
し
い
会
で
す
。

日
時

６
月
２１
日
�
夜
７
時
～
９
時

場
所

一
橋
大
学
内

国
際
交
流
会
館

連
絡
先

芦
沢
（
５７６
）
０
４
７
４

デ
ジ
タ
ル
写
楽
の
会
員
募
集

デ
ジ
タ
ル
写
真
の
初
心
者
中
心
の
ク

ラ
ブ
で
す
。
良
い
写
真
の
撮
り
方
な
ど

と
会
員
相
互
の
親
睦
を
目
標
と
し
ま
す
。

勉
強
会
と
撮
影
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

年
会
費
２
千
円
。
入
会
金
無
し
。

日
時

第
一
、
三
金
曜
日

撮
影
会

第
四
金
曜
日

勉
強
会
（
公
民
館
）

連
絡
先

杉
本
０９０
（

２１５６
）
９
６
７
５

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

５
月
８
日
（
火
）
第
２８
期
第
１９
回
定

例
会
を
開
催
。
委
員
１２
名
、
館
長
、
職

員
７
名
。
傍
聴
４
名
。

新
委
員
の
委
嘱

学
校
関
係
者
の
伊
藤
委
員
が
異
動
に

つ
き
解
嘱
。
後
任
に
戸
井
田
委
員
（
第

二
中
学
校
副
校
長
）
が
委
嘱
さ
れ
た
。

前
回
の
議
事
録
確
認

昨
年
度
事
業
と
今
年
度
の
取
り
組
み

担
当
職
員
に
よ
り
昨
年
度
主
催
事
業

の
報
告
と
そ
の
成
果
を
ふ
ま
え
た
今
年

度
の
計
画
と
抱
負
が
述
べ
ら
れ
た
。

委
員
か
ら
は
、
南
市
民
プ
ラ
ザ
等
で

の
出
張
講
座
は
今
ま
で
カ
バ
ー
で
き
な

か
っ
た
地
区
へ
の
活
動
展
開
と
し
て
、

ま
た
「
生
ご
み
分
解
Ｂ
О
Ｘ
を
作
ろ
う
」

は
、
今
後
に
つ
な
が
る
実
践
的
講
座
で

あ
っ
た
と
し
て
評
価
が
高
か
っ
た
。

報
告
事
項

○
公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
会

５
月
号
の
１
面
と
２
面
は
、
逆
の
ほ

う
が
良
い
の
で
は
と
の
声
あ
り
。

○
社
会
教
育
委
員
の
会

意
見
集
約
の
方
法
を
次
回
検
討
。

○
東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会

国
立
市
が
都
公
連
委
員
部
会
長
に
就

任
。
研
修
を
３
回
実
施
予
定
。

○
そ
の
他

・
福
生
市
か
ら
の
交
流
の
申
込
み
。

・
委
員
長
か
ら
、
前
回
の
山
﨑
副
委
員

長
の
意
見
を
受
け
て
、
公
民
館
職
員
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
公
運
審
と
し
て
ど

う
示
す
の
か
の
提
案
が
あ
っ
た
。

次
回
は
６
月
１２
日（
火
）午
後
７
時
１５

分
か
ら
。
傍
聴
歓
迎
。（
武
内
）

ひ
ろ
ば

（
８
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
）

シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ

―
多
摩
川
―

撮
影

富
士
見
台
在
住
の
方

公民館からのお知らせは、ホームページにも掲載しています。��
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〈
サ
ー
ク
ル
訪
問
２
４
９
〉

太
極
拳
友
の
会

オ
ー
プ
ン
デ
イ
（
園
庭
開
放
）

未
就
園
の
親
子
、
集
ま
れ
。
自
然
の

中
で
思
い
っ
き
り
水
遊
び
泥
遊
び
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。
風
の
子
の
保
育
に
触

れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
申
込
不
要
。
７
月

１１
日
�
も
同
じ
企
画
が
あ
り
ま
す
。

日
時

６
月
２０
�
朝
１０
時
～
１１
時

場
所

富
士
見
台
団
地
幼
児
教
室

連
絡
先

風
の
子
（
５７６
）
４
８
９
８

マ
ト
リ
ョ
ー
シ
カ
の
会
コ
ン
サ
ー
ト

ゲ
ス
ト
は
東
京
外
国
語
大
学
ロ
シ
ア

民
謡
研
究
会
ル
ム
ー
ク
で
す
。
会
員
と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
か
参
加
者

全
員
で
ロ
シ
ア
の
歌
を
歌
い
ま
す
。
カ

ナ
付
き
の
楽
譜
あ
り
。
資
料
代
５００
円
。

日
時

６
月
３０
日
�
朝
１０
時
半
～
１２
時

場
所

公
民
館

地
下
ホ
ー
ル

連
絡
先

坂
本
・
大
貫（
５７２
）５
２
１
４

水
彩
画
「
パ
レ
ッ
ト
」
作
品
展

第
７
回
サ
ー
ク
ル
会
員
に
よ
る
作
品

展
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
も
日
ご
ろ
楽

し
み
な
が
ら
描
い
て
い
る
作
品
を
展
示

し
ま
す
の
で
、
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

日
時

６
月
２３
日
�
朝
１１
時
～
３０
日
�

夕
５
時
。
月
曜
休
み
。

場
所

公
民
館

１
階
ロ
ビ
ー

連
絡
先

桐
村
（
５７５
）
５
２
８
５

高
校
入
試
応
援
セ
ミ
ナ
ー

中
学
生
の
た
め
の
高
校
入
試
応
援
セ

ミ
ナ
ー
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。
現
役

高
校
生
の
声
を
聞
け
る
チ
ャ
ン
ス
。
参

加
費

親
子
５００
円
、
中
学
生
３００
円
。
国

立
の
子
ど
も
と
教
育
を
守
る
連
絡
会

日
時

６
月
１０
日
�
昼
２
～
４
時

場
所

福
祉
会
館

３
階
講
座
室

連
絡
先

長
谷
川
（
５２９
）
２
６
４
９

「
日
本
人
は
人
に
合
わ
せ
る
の
が
得

意
だ
け
ど
、
太
極
拳
は
個
々
の
動
き
で

い
い
の
。
や
り
な
が
ら
、
気
の
流
れ
を

感
じ
取
る
よ
う
に
、
自
分
の
内
面
に
入

っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
」

代
表
の
斉
藤
マ
ス
ミ
さ
ん
が
太
極
拳

の
神
髄
を
ズ
バ
リ
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

総
合
体
育
館
の
広
々
と
し
た
第
１
体

育
室
の
半
面
に
散
ら
ば
っ
た
１５
人
。
そ

の
中
で
、
そ
れ
ま
で
斉
藤
さ
ん
は
、
ひ

と
き
わ
静
か
に
ゆ
る
や
か
な
円
を
描
く

よ
う
な
動
作
の
「
伝
統
拳
」
に
１０
分
以

上
没
頭
し
て
い
た
。

「
太
極
拳
友
の
会
」
は
、
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
太
極
拳
を
習
う
人
が

増
え
始
め
た
３０
年
前
、「
教
室
だ
け
じ

ゃ
覚
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
公
民
館
で
自

分
た
ち
で
知
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
教
え

合
っ
て
練
習
し
よ
う
」
と
始
ま
っ
た
。

中
国
武
術
の
太
極
拳
だ
が
、
健
康
体

操
と
し
て
簡
易
化
さ
れ
、
中
国
政
府
が

編
纂
・
制
定
し
た
「
簡
化
２４
式
」（
２４

の
動
作
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
）の「
制

定
拳
」
が
現
在
広
く
一
般
に
普
及
し
て

い
る
。

会
の
最
初
と
最
後
の
時
間
に
、
全
員

で
音
楽
に
合
わ
せ
て
、
簡
化
２４
式
を
行

う
。「
一
緒
に
や
る
の
は
先
輩
を
�
見

習
う
�
た
め
」
と
斉
藤
さ
ん
。
そ
れ
以

外
の
時
間
は
、
自
由
に
１
人
あ
る
い
は

グ
ル
ー
プ
で
、
基
本
の
動
作
の
練
習
や

つ
る
ぎ

４８
式
・
８８
式
な
ど
の
制
定
拳
、
剣
を
使

っ
た
太
極
拳
な
ど
も
行
う
。
中
央
で
は

見
学
者
３
人
も
交
え
て
１０
人
ほ
ど
が
基

本
動
作
、傍
ら
で
は
、女
性
３
人
グ
ル
ー

プ
が
颯
爽
と
剣
の
練
習
。

「
毎
週
出
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
。
何

年
も
や
っ
て
、
年
を
取
っ
た
自
分
の
体

に
合
わ
せ
る
こ
と
を
知
る
」
と
８７
歳
の

男
性
。「
週
１
回
来
て
仲
間
と
話
が
で

き
る
の
も
い
い
」「
私
は
体
の
気
持
ち

よ
さ
ね
」
と
女
性
た
ち
。

毎
週
水
曜
日
の
午
前
１０
時
ま
た
は
午

後
１
時
か
ら
２
時
間
、
総
合
体
育
館
に

て
。「
初
心
者
も
経
験
者
も
大
勢
で
ご

一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
！
」
と
会
員
募

集
中
。

連
絡
先

島
（
５７７
）
３
０
３
８

〈
文
・
写
真

富
田
和
枝
〉

＊印は参加自由、他は事前申込みが必要です。

１２日（火）朝～２２日（金）

＊くにたち〈まなびあるき〉地図展
１２日（火）朝～２２日（金）＊サークル紹介パネル展
１４日（木）夜 くにたちブッククラブ

「内田百�『山高帽子』」
１７日（日）昼＊公民館 ロビーフォーラム「東日本大震

災の被災地とつながる・支える」
２１日（木）夜 市民による市民のためのメディア研究

「報道と情報発信のこれから」
２４日（日）朝～美術のワークショップ

「ギリシャ彫刻を描く」
２４日（日）昼＊『町の政治』から学ぶ、国立市民の原点

～映画作家・時枝俊江が遺したかった
もの�～

２８日（木）夜 くにたち市民文化祭 実行委員会
３０日（土）昼＊図書室のつどい「宮澤賢治のことば」
７月１４日（土）朝 親子で遊ぼう・考えよう

「夏本番！あそび縁日スペシャル」

今月の公民館（６月、７月初）

（７ページにもあります）

セッカの子育て ―緑川河口―

撮影 富士見台在住の方

�この「公民館だより」は再生紙を使用しています�

気
の
流
れ
を
感
じ
る
よ
う
に
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